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■交通

名神高速道路南インター又は東インターより約30分
」R京都駅より市バス⑩・① /JR円 町駅より市バス①
」R・地下鉄
=条
駅より市バス① /地下鉄今出川駅より市バスO Ol・⑩

京阪出町柳駅より市バス①・lll17/京阪三条駅より市バス⑩

阪急大宮駅より市バス① /阪急西院駅より⑩
近鉄京都駅より市バス⑩・① ※いずれも北野天満富前下車すぐ

京福電車北野白梅町駅より徒歩5分

■駐車場

無料駐車場完備 (駐車は、参拝時間内に限ります。)

大型バス/50台  乗用車/300台
開場時間/午前9時より午後5時まで
時間を前後される時は、あらかじめ至J着予定時刻を社棚 引ここ連絡下さい。

毎月25日 は、縁日のため駐車できませんのでこ了承下さい。

■お問い合わせ

北野天満宮 社務所
TEL 075-461-0005 FAX 075‐ 461‐ 6556
∪RL:http:〃www kitanotenmangu orjp

〒602-8386 京都市」ヒ京区馬喰田丁

三光 門
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菅
原
道
真
公

菅
原
道
真
公
は
、幼
少
の
頃
よ
り
学
業
に
励
み
、情
緒
豊
か
な
和
歌
を
詠
み
、格
調
高
い

漢
詩
を
作
る
な
ど
優
れ
た
才
能
の
持
ち
主
で
し
た
。
学
者
出
身
の
政
治
家
と
し
て

卓
越
し
た
手
腕
を
発
揮
し
、
異
例
の
出
世
を
重
ね
ら
れ
た
菅
公
は
、
日回
泰
二
年

（八
九
九
）
右
大
臣
の
要
職
に
任
命
さ
れ
、
左
大
臣
藤
原
時
平
と
並
ん
で
国
家
の

政
務
を
統
括
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
突
如
藤
原
氏
の
策
謀
に
よ
り
、
日口
泰
四
年

（九
〇
こ
大
宰
権
帥
に
左
遷
さ
れ
、
そ
の
わ
ず
か
二
年
後
、
大
宰
府
の
配
所
に
て

波
乱
の
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

菅
公
の
清
ら
か
で
誠
実
な
人
柄
と
晩
年
の
不
遇
は
さ
ま
ざ
ま
な
伝
説
を
生
み
、

や
が
て
は
天
神
さ
ま
と
崇
め
ら
れ
、
現
代
で
も
盛
ん
な
信
仰
へ
と
展
開
し
ま
す
。

菅
公
の
精
神
は
「
和
魂
漢
才
」
の
四
文
字
に
集
約
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
国
の
歴
史
と

文
化
に
し
っ
か
り
と
し
た
誇
り
を
持
ち
、
他
国
の
文
化
も
受
け
い
れ
る
寛
容
さ
が

特
徴
で
す
。
菅
公
が
生
涯
一貫
さ
れ
た

「
誠
の
心
」
は
、
人
７
も
日
本
人
の
心
に
生
き

つ
づ
け
て
い
ま
す
。

天
神
さ
ま
は
暮
ら
し
と
共

に

天
神
さ
ま
は
、わ
ら
べ
歌
「通
り
ゃ
ん
せ
」
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、遊
び
の
中
に
慕
わ
れ
る

ほ
ど
身
近
で
す
が
、古
く
は
「
雷
神
」
と
結
び
つ
き
、
神
鳴
さ
ま
と
お
そ
れ
ら
れ
、
稲
妻
・

稲
光
の
語
か
ら
雨
を
つ
か
さ
ど
る
「火
雷
天
神
」
と
し
て
、
菫
二
年
を
祈
る
人
々
の
信
仰
を

集
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、弘
法
大
師
や
小
野
道
風
ら
と
と
も
に
書
道
の
二
聖
と
称
さ
れ
、
入
フ
も
正
月
の

書
初
め
「天
満
書
」
に
は
子
供
た
ち
が
力
作
を
奉
納
し
、書
道
上
達
が
願
わ
れ
て
い
ま
す
。

北
野
の
界
隈
は
昔
か
ら
芸
能
興
行
が
盛
ん
で
、観
世
太
夫
が
演
じ
た
猿
楽
や
出
雲
阿
国

の
歌
舞
伎
踊
、
ま
た
謡
曲
、
〓
一味
線
、
浄
瑠
璃
、
落
語
な
ど
が
人
気
を
博
し
、
庶
民
の

間
で
広
く
愛
好
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
毎
月
二
十
五
日
の
縁
日
は
、
「天
神
市
」
、

「北
野
市
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
辺
り
に
は
数
多
く
の
露
店
が
立
ち
な
ら
び
、
大
勢
の
人
々
で

賑
わ
い
ま
す
。

天
神
さ
ま
の
主
な
ご
神
徳
は
、五
穀
豊
穣
、
学
業
成
就
、技
芸
上
達
、
災
難
、
厄
除
な
ど

枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
日
も
そ
の
霊
験
を
乞
い
願
う
人
々
の
参
詣
は

あ
と
が
絶
え
ま
せ
ん
。

惨
グ
作
歌

美
し
や
こ
の
と
な
る
梅
の
花
　
あ
こ
が
顔
に
も
つ
け
た
く
ぞ
あ
る

永
嵐
咬
か
ば
句
ひ
お
こ
せ
ょ
梅
の
花
　
あ
る
じ
な
し
と
て
春
を
怠
る
な

こ
の
た
び
は
警
も
と
り
あ

へ
ず
手
向
麟
　
た
業
の
錦
神
の
ま
に
ま
に

海
な
ら
ず
た
た

へ
る
水
の
底
ま
で
も
　
清
き

億
は
月
ぞ
て
ら
さ
む

職
だ
に
誡
の
道
に
か
な
ひ
な
ば
　
い
の
ら
ず
と
て
も
神
や
ま
も
ら
む

宝
物
殿

の
ご
案
内

宝
物
殿
で
は
、
千
有
余
年
の
天
神
信
仰
を
物
語
る
貴
重
な
神
宝
類

奉
納
品
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

天
皇
の
農
翰
を
は
じ
め
、絵
巻
物
、書
画
、
刀
剣
、絵
馬
な
ど
そ
の
数
は

膨
大
な
量
を
誇
り
、
ま
さ
し
く
文
化
財
の
宝
庫
、
天
神
美
術
の
殿
堂
と

呼
ば
れ
る
所
以
が

」ヽこ
に
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
国
宝
『北
野
天
神
縁
起

絵
巻
』
（藤
原
信
賞
本
）
は
そ
の
名
を
海
外
に
轟
か
せ
て
い
ま
す
。

現
在
、
常
設
展
や
特
別
陳
列
に
て
『
日
本
書
紀
』
（卜
部
兼
永
本
）

や
『彙
珈
・離
一偽
酢
絵ぇ馬ま
』
（静
律
鵬
筆
慨
筆
）、
『篠
野の
た
な
瀦
図す
』

（浮
田
一意
筆
）
な
ど
重
要
文
化
財
級
の
神
宝
の

展
示
公
開
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

■
通
常
開
館
日

一月
一日
、
十
二
月

一日
、
毎
月
二
十
五
日

観
梅
シ
ー
ズ
ン
（二
月
上
旬
～
二
月
下

四
月
十
日
～
五
月
三
十
日

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
（十
一月
上
旬
～
十
二

■
開
館
時
間

午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で

■
拝
観
料
　
一　
　
般
　
一二
〇
〇
円

中

書
］
生
　
一
一五
〇
円

小

　

人

　

一
五
〇
円

＊
団
体
拝
観
３
．十
名
様
以
上
）
の
場
合
は
、

開
館
期
間
外
で
も
受
付
し
ま
す
。
（事
前
予
約
を
要
す
）



北
Ｉ
天
満
■
　
‐由‐
‐緒‐‐

ご
祭
神
　
菅
原
道
真
公

中
将
殿
（道
真
公
の
ご
子
息
）

吉
祥
女
（道
真
公
の
ご
夫
人
）

北
野
天
満
官
は
、菅
原
道
真
公
（以
下
「菅
公
」
と
記
し
ま
す
）を

お
ま
つ
り
し
た
神
社
の
宗
祀
で
、
親
し
み
を
込
め
て
「
北
野
の

天
神
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

平
安
時
代
中
頃
の
天
暦
元
年

（九
四
七
）
に
、
京
都
に
住
ん
で

い
た
多
治
比
文
子
や
近
江
国

（
滋
賀
県
）
比
良
官
の
神
主

神
良
種
、
北
野
朝
日
寺
の
僧
最
珍
ら
が
、
当
所
に
神
殿
を
建
て
、

菅
公
を
お
ま
つ
り
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

藤
原
氏
に
よ
り
大
規
模
な
社
殿
の
造
営
が
あ
り
、
永
延
元
年

（九
八
七
）
に
一條
天
皇
の
勅
使
が
派
遣
さ
れ
、
国
家
の
平
安
が

祈
念
さ
れ
ま
し
た
。
」ゝの
時
か
ら
「北
野
天
満
宮
天
神
」
の
神
号
が

認
め
ら
れ
、
寛
弘
元
年

盆
○
〇
四
）
の
一
條
天
皇
の
行
幸
を

は
じ
め
、
代
々
皇
室
の
がＬ
ホ
敬
を
う
け
、
国
家
国
民
を
守
護
す
る

霊
験
あ
ら
た
か
な
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
教
育
施
設
と
し
て
各
地
に
読
み
書
き

算
盤
を
教
え
る
寺
子
屋
が
普
及
し
、
そ
の
教
室
に
は
必
ず

天
神
さ
ま
が
お
ま
つ
り
さ
れ
、
あ
る
い
は
神
影

（
菅

公

の

お
姿
を
描
い
た
も
の
）
が
掲
げ

ら
れ
、
学

業

成

就

や
武

芸

上
達
が
祈
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
全
国
各
地
に
は
菅
公
を

お
ま
つ
り
し
た
神
社
が
、
お
よ
そ
一
万
二
千
社
と
も
言
わ
れ
、

そ
の
多
く
は
当
官
か
ら
御
霊
分
け
を
し
た
神
社
で
あ
り
ま
す
。

菅
公
は
世
々
に
「文
道
の
大
祖
・風
月
の
本
主
」
と
仰
ぎ
慕
わ
れ
、

学
問
の
神
様
と
し
て
の
信
仰
は
昔
も
今
も
変
わ
る
こ
と
な
く

人
々
の
生
活
の
な
か
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

四
日
　
例
祭
（大
祭
）
　

一
條
天
皇
の
勅
祭
故
事
に
ち
な
む
祭
り
。

一
日
～
五
日
　
ず
い
き
祭
　
　
　
曲辰
耕
儀
礼
の
祭
り
。
慣
例
に
な
ら
い

祭
礼
行
列
あ
り
。

二
十
九
園
　
余
香
祭

お
も
な
祭
典
行
事

一
月
　
　
　
　
一
口
　
歳
旦
祭

二
日
　
筆
始
祭

天
満
書

二
月

　

一
一十
五
日
　
梅
花
祭

十
二
月
　
　
　
一
日
　
献
茶
祭

新
し
い
年
の
は
じ
ま
り
を
祝
う
祭
り
。

書
家
菅
公
の
神
徳
を
た
た
え
る
祭
り
。

年
の
は
じ
め
の
書
初
め
を
行
う
。

菅
公
の
祥
月
命
日
の
祭
り
。

詩
人
菅
公
の
神
徳
を
た
た
え
る
祭
り
。

全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
献
詠
歌
を

披
講
す
る
。

豊
臣
秀
吉
の
催
し
た
北
野
大
茶
之
湯
の

故
事
に
ち
な
む
祭
り
。

´
ヽ
ま

、

十  八  六
月  月  月

十
三
日
　
大
福
梅
授
与
　
　
境
内
で
調
製
し
た
梅
を
新
年
を
祝
う

大
福
梅
と
し
て
授
与
す
る
。

毎
月
　
　
二
十
五
日
　
菅
公
　
こ
縁
日
　
毎
月
二
十
五
日
に
菅
公
の
神
徳
を
た
た
え
る
祭
り
。

菅
公
は
承
和
十
二
年
（八
四
五
と
ハ
月
二
十
五
日
に
誕
生
し
、

延
喜
三
年
（九
〇
三
Ｙ

一月
二
十
五
日
に
お
隠
れ
に
な
る
。

一
月
の
縁
日
を
「初
天
神
」
、

十
二
月
の
縁
日
を
「終
い
天
神
」
と
呼
ぶ
。

撃

署

菅
公
は
一
づ
生
ま
れ
で
、
牛
と
結
び
つ
け
る
様
々
な
逸
話
が

伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
国
宝

「
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
」

父
も
議
虻
ど

の
出
会
い
の
場
面
を
は
じ
め
ば
醜
に
牛
が

描
か
れ
て
い
て
、
後
世
人
々
が
菅
公
と
牛
の
関
わ
り
を

ど
れ
ほ
ど
重
視
し
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
宮
で
は
境
内
い
た
る
と

」ヽ
ろ
に
臥
牛

（横
た
わ
っ
た
牛
）
の

像
が
あ
り
、
古
く
か
ら
「
丑
の
日
」
の
参
拝
も
盛
ん
で
、

牛
は
神
使
と
し
て
、
天
神
さ
ま
と
私
た
ち
を

と
り
結
ぶ
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

▲献茶祭



社

頭

図

梅
苑

。
も
み
じ
苑
公
開
の
ご
案
内

京
都
屈
指
の
景
勝
地
で
知
ら
れ
る
当
官
は
、
春
に
は

梅
苑
、
秋
に
は
も
み
じ
苑
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

平
安
時
代
を
代
表
す
る
詩
人
菅
公
は
、
花
や
草
木

に
も
心
を
感

じ
、
数

々
の
名
歌

を
世
に
遺
さ
れ
て

お
り
、
な
か
で
も
梅
や
紅
葉
を
吟
じ
た
歌
は
今
日
も

多
く
の
人
に
読
み
つ
が
れ
て
い
ま
す
。

北
野
の
神
域
で
は
、新
春
百
花
に
先
駆
け
て
花
咲
く

梅
花
や
錦
秋
色
鮮
や
か
に
装
う
紅
葉
が
菅
公
を
偲
ぶ

よ
す
が
と
し
て
美
し
い
景
観
を
あ
ら
わ
し
、

訪
れ
る
人
々
を
安
ら
ぎ
の
世
界
へ
と
誘
い
ま
す
。

■
公
開
期
間

＊
梅
　
　
苑
　
一
一月
上
旬
～
三
月
下
旬

＊
も
み
じ
苑

十
一月
上
旬
～
十
二
月
上
旬

■
開
苑
時
間

通
常
　
午
前
十
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で

特
別
　
見
頃
時
に
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

（事
前
確
認
を
要
す
）

■入
苑
料
棋鳳　一一面Ｍ（茶菓子付き）

●
宝
物
殿

０
社
務
所

０
守
札
授
与
所

０
和
魂
漢
才
の
碑

０
茶
室

明
月
舎

０
西
陣
名
技
碑

０
紙
屋
川

０
梅
苑

・
も
み
じ
苑
入
口

０
絵
馬
掛
所

（牛
社
）

⑩
納
札
所

０
絵
馬
所

（休
憩
所
）

⑫
さ
ざ
れ
石

０
露
の
五
郎
兵
衛
の
碑

０
影
向
松

①
梅
苑

・
も
み
じ
苑
入
口

①
梅

苑

０
茶
室

松
向
軒

⑩
茶
　
店

■
お
手
洗

（障
害
者
用
）

車
椅
子
用
ス
ロ
ー
プ

・国
宝
　
社
澱

平
安
期
に
創
建
さ
れ
た
社
殿
は
、
そ
の
後
朝
廷
や
幕
府

・

有
力
武
将
が
そ
の
造
営
修
理
に
当
た
り
ま
し
た
。
現
在

の

社
殿
は
、
慶
長
十
二
年

（
三
ハ
〇
七
）
に
豊
臣
秀
頼
が
造
営
し
た

も
の
で
、
秀
吉
か
ら
の
継
続
事
業
の
一端
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

社
殿
の
様
式
は
権
現
造
と
称
さ
れ
、
本
殿
、
石
の
間
、
拝
殿

が
く

　

　

ま
　
　
　
　
　
　
　
れ
ん

け
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ

わ

だ

ぶ

き

お
よ
び
楽
の
間
な
ど
を
連
結
し
、
雄
大
な
桧
皮
葺
の

お
屋
根
を
架
け
た
こ
と
が
特
徴
で
、
棟
木
が
複
数

あ
る
こ
と
か
ら
八
棟
造
と
も
呼
ん
で
い
ま
す
。

ち
ゅ
う
も
ん
　

さ
ん

一ヽ
う

も
ん
　
　
　
ひ
が
し
も
ん
　
あ
ぜ
く
ら

中
門

含
二
光
門
）
、
東
門
、
校
倉
な
ど
も

同
時
期
の
建
造
物
で
、
本
殿
と
と
も
に

桃
山
文
化
を
代
表
す
る
神
社
建
築

と
し
て
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

昭
和
三
十

一
年

（
一
九
五
六
）
、

本
殿

・
中
門

・東
門
は
重
要
文
化
財
に
、

つ
づ
く
昭
和
三
十
四
年

（
一
九
五
九
）
、

本
殿
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

①

御
土
居

（史
跡
）

境
内
山
側
を
流
れ
る
紙
屋
川
ぞ
い

に
は
豊
大
閤

宣
ユ
臣
秀
吉
）
が

洛
中
洛
外
の
区
分
と
水
防
の

た
め
に
天
二
十
九
年
２
五
九

）^

に
築
い
た
御
土
居
の
名
残
り
が

あ
り
、
史
跡
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

④

右
近
の
馬
場

東
側
の
塀
外
一帯
は
右
近
衛
府
の

馬
場
の
跡
で
あ
り
、
右
近
衛

大
将
で
も
あ
ら
れ
た
菅
公
は

好
ん
で
こ
の
馬
場
に
臨
ま
れ
た
と

言

い
ま
す
。
ま
た
平
清
麻
が

こ
の
地
で
催
さ
れ
た
馬
市
で

名
馬
を
見
立
て
愛
用
し
た
、

と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

０

北
野
大
茶
之
湯
の
碑

現
在
、
駐
車
場
と
な
っ
て
い
る

辺
り
は
天
正
十
五
年
今
五
人
七
）

豊
太
閤
が
有
名
な
「北
野
大
茶

之
湯
」
を
催
さ
れ
た
旧
跡
で
、

そ
の
時
茶
の
水
を
汲
ん
だ
と
伝
え

ら
れ
る
「大
閤
井
戸
」
は
楼
門
下

東
側
に
、
コ
一斎

（細
川
忠
興
）

井
戸
」
は
茶
室
松
向
軒
内
に

現
存
し
て
い
ま
す
。


